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お
茶
会
は
、
引
率
の
楊
暁

捷
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
ア
ジ
ア

研
究
学
科
教
授
（
日
本
古
典

文
学
）
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
遠
隔
授
業
を
行
っ
て

い
る
板
坂
則
子
文
学
部
教
授

（
江
戸
期
文
学
・
文
化
）
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
楊
教
授

と
長
年
の
親
交
が
あ
る
文
学

部
の
石
黒
吉
次
郎
、
王
伸
子

両
教
授
も
加
わ
っ
た
。

両
大
学
の
学
生
は
す
ぐ
に

打
ち
解
け
、
昼
下
が
り
の
食

堂
は
日
本
語
と
英
語
が
飛
び

交
っ
た
。
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学

で
生
命
医
学
を
専
攻
し
て
い

る
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
バ
ル
タ
さ

ん
は
「
雪
の
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
カ
ル
ガ
リ
ー
で

は
た
く
さ
ん
降
り
ま
す
が
、

今
年
は
関
東
で
も
数
十
㌢
積

も
っ
た
と
聞
い
て
び
っ
く

り
」
「
専
大
生
は
親
し
み
や

す
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
の
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加
は
２
０
０
５
年

か
ら
。
９
年
間
で
約
２
０
０

人
が
受
講
し
て
い
る
。
楊
教

授
は
「
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
生

は
伝
統
的
文
化
か
ら
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
ま
で
日
本
の
全
て

に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

日
本
語
を
２
年
以
上
勉
強
し

て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
臨

み
、
ぐ
ん
と
レ
ベ
ル
が
上
が

り
ま
す
」
と
本
学
で
の
留
学

効
果
を
強
調
。

お
茶
会
の
後
は
板
坂
教
授

の
講
義
「
比
較
文
学
研
究
」

に
参
加
、
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学

生
は
壇
上
で
自
己
紹
介
し
、

専
大
生
に
東
京
周
辺
の
音
楽

シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に

つ
い
て
質
問
。
和
や
か
な
質

疑
応
答
と
な
っ
た
。

２
０
１
４
年
度
の
長
期
交
換
留
学
生
及
び
交
換
留

学
奨
学
生
（
第
２
期
）
が
次
の
１０
人
に
決
ま
っ
た
。

氏
名
と
留
学
先
は
左
記
の
通
り（
敬
称
略
）。

【
英
語
圏
】

●
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
（
米
国
）
▽
佐

藤
実
香
（
経
済
４
）
▽
木
暮
雅
樹
（
経
済
３
）
▽
林

亮
佑
（
文
３
）

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
）
▽
小
林
正
人
（
経
済
４
）

▽
吉
村
駿
典
（
経
済
３
）
▽
後
藤
颯
人
（
経
営
３
）

▽
鍵
山
勇
弥
（
文
３
）
▽
尾
島
里
美
（
文
４
）

●
マ
ウ
ン
ト
ア
リ
ソ
ン
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
▽
中
馬
青

児
（
文
４
）

【
英
語
以
外
の
外
国
語
圏
】

●
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大
学
（
メ
キ
シ
コ
）
▽
杉

本
祐
一
（
経
済
４
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
女
子

∥
浦
谷
夏
未
主
将
・
商
４
、

２１
人
）
は
今
春
、
鹿
児
島
県

奄
美
市
で
合
宿
を
実
施
、
地

元
選
手
と
の
合
同
練
習
で
交

流
し
た
ほ
か
海
岸
で
清
掃
を

行
っ
た
∥
写
真
。

米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

（
１
９
９
６
年
）
の
日
本
代

表
や
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
な

ど
の
監
督
を
務
め
た
同
部
の

栂
野
尾
昌
一
コ
ー
チ
が
奄
美

観
光
大
使
を
務
め
る
縁
で
、

２
０
０
９
年
に
初
め
て
奄
美

大
島
で
合
宿
を
行
っ
た
。
２

年
ぶ
り
３
回
目
と
な
る
今
回

は
、
３
月
１０
日
か
ら
１８
日
ま

で
の
日
程
で
部
員
ら
２３
人
が

参
加
し
た
。

名
瀬
総
合
体
育
館
で
の
練

習
に
は
大
島
高
校
、
大
島
ジ

ュ
ニ
ア
の
メ
ン
バ
ー
と
合

流
、
初
日
に
は
３０
人
が
参
加

し
同
じ
練
習
メ
ニ
ュ
ー
で
交

流
を
深
め
た
。

最
終
日
の
１８
日
に
は
、「
お

世
話
に
な
っ
た
奄
美
の
人
に

恩
返
し
を
し
よ
う
」
と
同
体

育
館
近
く
の
三
角
浜
で
清
掃

を
行
っ
た
。
ビ
ン
、空
き
缶
、

漂
流
物
な
ど
を
拾
い
集
め
４

袋
分
の
ご
み
を
回
収
し
た
。

主
務
の
中
井
川
夏
美
さ
ん

（
文
４
）は
「
地
元
の
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
は
み
な
熱
心
で
レ
ベ

ル
も
高
い
。
素
晴
ら
し
い
練

習
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
。

交
流
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

刺
激
を
受
け
た
様
子
。
ま
た

「
奄
美
は
温
か
く
海
は
最
高

に
き
れ
い
。
清
掃
活
動
は
皆

で
力
を
合
わ
せ
た
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
」
と
笑
顔

で
話
す
。

奄
美
合
宿
を
経
て
迎
え
た

関
東
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
で

は
女
子
が
１
部
で
２
位
。
近

年
最
高
の
成
績
を
上
げ
、
早

く
も
成
果
を
表
わ
し
た
。

連
合
県
人
会
主
催
の
新
入

生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
「
第
４７
回

青
衿
祭
」
（
川
本
朋
奈
実
行

委
員
長
・
商
４
）
が
５
月
３１

日
、
新
宿
区
の
日
本
青
年
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「l

o
s

e
y
o
u
r
s
e
l
f
a
n
d
e
n
j
o

y
e
v
e
r
y
d
a
y

～
毎
日
に
夢

中
～
」
。
同
会
の
新
入
会
員

ら
が
参
加
し
、
先
輩
た
ち
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
豪

華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
、

４
人
組
ガ
ー
ル
ズ
バ
ン
ド

「
ね
ご
と
」
に
よ
る
ラ
イ
ブ

を
楽
し
ん
だ
。

先
日
、
専
修
大
学
の
草

創
期
を
題
材
に
し
た
映
画

『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』
の

学
内
上
映
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
１０
号
館
の
５
０
０

人
は
入
ろ
う
か
と
い
う
大

き
な
講
義
室
に
、

映
画
を
見
に
来
て

い
た
の
は
た
っ
た

の
数
人
…
。
上
映

会
が
土
曜
日
で
あ

っ
た
こ
と
を
差
し

引
い
て
も
あ
ま
り

に
も
少
な
い
観
客

数
で
と
て
も
寂
し

い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

映
画
の
内
容
は

非
常
に
素
晴
ら
し
く
、
専

修
大
学
の
創
立
者
た
ち
が

ど
ん
な
思
い
で
専
修
大
学

を
作
ろ
う
と
し
た
の
か
、

ま
た
そ
の
た
め
に
ど
れ
だ

け
の
努
力
や
苦
労
を
し
た

の
か
な
ど
が
詳
し
く
描
か

れ
て
お
り
、
専
修
大
学
の

学
生
は
必
見
で
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

専
修
大
学
に
限
ら
ず
、

現
在
あ
る
も
の
は
全
て
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日

本
と
い
う
国
、
あ
る
言
葉

の
起
源
、
学
問
分
野
の
発

展
、ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ツ
、

な
ど
…
。
歴
史
を
知
る
こ

と
で
現
在
が
よ
り
深
く
理

解
で
き
、
ま
た
未
来
が
見

え
て
く
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
学
生
の
み
な
さ
ん

に
は
専
修
大
学
の
歴
史
に

つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
あ
る
環
境
が
ど
れ
だ
け

多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
か
を
知
る
こ
と
で
、
学

生
生
活
に
対
す
る
心
構
え

も
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
も
の

に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

大
学
へ
の
愛
校
心
や
今
あ

る
環
境
へ
の
感
謝
が
み
な

さ
ん
を
奮
い
立
た
せ
、
創

立
者
の
熱
い
思
い
が
み
な

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
〝
専
修

大
学
で
学
ぶ
〟
と
と
も
に

〝
専
修
大
学
を
学
ぶ
〟
こ

と
も
忘
れ
な
い
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
み
な
さ
ん
が

大
学
を
卒
業
し
て
何
十
年

か
た
っ
た
後
に
振
り
返
っ

た
と
き
、
そ
こ
は
も
っ
と

も
っ
と
素
晴
ら
し
い
所
に

な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

（
学
生
部
）

生
田
校
舎
防
災
訓
練

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
教

室
で
、
震
度
６
以
上
の
地
震

が
授
業
中
に
発
生
し
た
と
想

定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

▽
日
時
∥
６
月
２７
日
（
金
）

１２
時
５
分
～

▽
場
所
∥
１
、
４
～
１０
号
館

の
教
室
・
ゼ
ミ
室

※
９
号
館
前
駐
車
場
で
は
多

摩
消
防
署
の
協
力
で
、
地

震
、
消
火
な
ど
の
体
験
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
（
１２
時
１５
分

～
１３
時
３０
分
）
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

第
４８
回
黒
門
祭

文
化
系
サ
ー
ク
ル
が
活
動

の
成
果
を
発
表
・
展
示
し
ま

す
。

▽
日
時
∥
６
月
２７
日
（
金
）

～
２９
日
（
日
）

▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

護
身
術
講
習
会

神
田
警
察
署
の
協
力
で

「
護
身
術
」
を
学
ぶ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
実
践
練
習

が
あ
り
ま
す
の
で
、
体
を
動

か
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
（
参
加
無
料
）。

▽
６
月
３０
日
（
月
）
１２
時
２０

分
～
（
途
中
退
出
可
）

▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
地
下
３
階
第
３
体
育

室�
神
田
学
生
生
活
課E- m

a

i
l
:
k
g
a
k
u
s
e
i
@
a
c
c
.
s
e

n
s
h
u- u

.
a
c
.
j
p

学
生
相
談
室
・
学
生
部
共
催

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
サ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
―

よ
り
良
き
自
己
表
現
の
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
コ
ミ
ュ
力
」
が
上
が
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
１
弾
。

▽
日
時
∥
９
月
１１
日
（
木
）、

１２
日
（
金
）

▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
１４
階
喫
茶
室

▽
参
加
費
∥
６
０
０
円

▽
講
師
∥
山
中
淑
江
氏
（
立

教
大
学
学
生
相
談
所
）

▽
申
込
期
間
∥
７
月
２８
日

（
月
）
ま
で

�
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
申
し
込

み
専
用E- m

a
i
l
:
w
o
r
k
s
h

o
p
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h
u
- u
.
a

c
.
j
p

▲ 「比較文学研究」の授業に参加し自己紹介するカルガリー大学生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

奄
美
で
清
掃
活
動

カルガリー大生と

文学部生がお茶会

「合宿の恩返しを」

外国人のための日本語習得を目的とした「春期

日本語・日本事情プログラム」（４週間コース）

に参加したカナダのカルガリー大学生２０人と文学

部の学生ら計４０人が、５月１６日、生田キャンパス

のキャビンでお茶会に参加、交流を深めた＝１面

関連記事。

専修大学をもっと知ろう

春期日本語・日本事情プログラム

〝毎日に夢中〟青衿祭

▲ 先輩たちがイベントを盛り上げる

１４
年
度
長
期
交
換
留
学
生
（
第
２
期
）

�

大
林
守
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

（
前
列
右
か
ら
３
人
目
）を
囲
ん
で

�

笑
顔
で
お
茶
会
す
る
日
本
と
カ
ル
ガ
リ
ー
の
学
生
た
ち
。

後
列
は
左
か
ら
楊
教
授
、
王
教
授
、
板
坂
教
授

第５２５号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１４年（平成２６年）６月１５日（９）


